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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
へ
の
納
骨
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
援
護
企
画
課
外
事
室
の
六
名
の
職
員
（
以
下
「
外
事
室
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
環
境
省
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
管
理
事
務
所
長
の
了
解
を
得
て
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
（
以
下
「
墓
苑
」
と
い
う
。
）
の
東
門
を
開

け
て
墓
苑
に
入
っ
た
。
ま
た
、
本
年
納
骨
し
た
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
八
十
七
の
箱
に
納
め
、
二
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
っ

て
墓
苑
に
搬
入
し
た
。

二
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
納
骨
作
業
に
つ
い
て
は
、
来
苑
者
に
公
開
し
て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
来
苑
者
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う

に
留
意
し
な
が
ら
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
年
、
来
苑
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
本
年
は
来
苑
者
が
い
な
い

時
間
帯
を
選
ん
で
作
業
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
年
五
月
十
九
日
に
、
請
負
業
者
の
九
名
の
従
業
員
が
、
平
成
二
年
度
及
び
平
成
十
一
年
度
に
増
設
し
た
納
骨
室
（
以
下

「
納
骨
室
」
と
い
う
。
）
の
周
り
に
幕
を
張
る
と
と
も
に
、
納
骨
室
の
前
の
植
栽
を
移
動
さ
せ
、
納
骨
室
の
上
に
あ
る
石
の

一
部
及
び
そ
の
下
の
鉄
製
の
蓋
を
工
具
を
用
い
て
持
ち
上
げ
、
こ
れ
ら
を
納
骨
室
の
脇
に
置
い
て
換
気
を
行
っ
た
後
、
当
該

一



従
業
員
の
う
ち
一
名
が
納
骨
室
内
部
の
酸
素
濃
度
等
の
検
知
を
行
っ
た
。

同
月
二
十
日
に
は
、
当
該
従
業
員
が
前
日
と
同
様
の
方
法
で
納
骨
室
の
上
に
あ
る
石
の
一
部
及
び
そ
の
下
の
鉄
製
の
蓋
を

移
動
さ
せ
た
後
で
、
外
事
室
職
員
の
う
ち
三
名
が
納
骨
室
に
入
室
し
て
納
骨
を
行
っ
た
。
納
骨
し
た
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
あ

つ
ぼ

ら
か
じ
め
火
葬
場
に
お
い
て
収
集
し
た
地
域
ご
と
に
壼
に
納
め
た
後
に
こ
れ
を
木
箱
に
納
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
外
事

室
職
員
等
が
当
該
木
箱
に
覆
い
を
掛
け
た
上
で
、
同
月
二
十
日
、
当
該
木
箱
を
納
骨
室
内
の
箱
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
外
事
室
職
員
の
う
ち
、
二
名
は
出
張
扱
い
で
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
の
決
裁
を
受
け
て
お
り
、
四
名
は
超
過
勤

務
扱
い
で
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
援
護
企
画
課
長
の
決
裁
を
受
け
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

二
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
検
知
に
お
い
て
は
、
酸
素
、
可
燃
性
ガ
ス
、
硫
化
水
素
及
び
一
酸
化
炭
素
の
濃
度
の
測
定

が
可
能
で
あ
る
理
研
計
器
株
式
会
社
製
の
検
知
器
「
点
検
・
修
理
Ｇ
Ｘ－

一
一
〇
Ｅ
Ｐ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
測
定

結
果
は
、
酸
素
が
体
積
百
分
率
二
十
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
可
燃
性
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

硫
化
水
素
及
び
一
酸
化
炭
素
が
〇
ｐ
ｐ
ｍ
で
あ
っ
た
。

五
に
つ
い
て

二



本
年
納
骨
し
た
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
十
九
の
箱
に
納
め
、
同
年
五
月
十
七
日
に
二
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
っ
て
厚
生
労

働
省
か
ら
東
京
都
内
の
火
葬
場
に
搬
入
し
、
当
該
火
葬
場
で
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
火
葬
場
に
対
し
て
通
常
の
火
葬
と
同
様
の
方
法
で
遺
骨
を
焼
く
よ
う

依
頼
し
、
当
該
火
葬
場
は
本
年
五
月
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
同
月
十
九
日
午
後
三
時
ま
で
の
間
に
遺
骨
を
焼
い
た
と
承
知
し

て
い
る
が
、
遺
骨
を
焼
い
た
際
に
使
用
し
た
燃
料
等
は
承
知
し
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

収
集
し
た
戦
没
者
の
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
焼
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
当
該
遺
骨
を
本
邦
内
の
火
葬
場

で
焼
く
こ
と
は
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
の
火
葬
に
該
当
せ

ず
、
同
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
市
町
村
長
の
許
可
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
な
い
。

三


